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平成18年１月 （２）
広報ごぼう

おめでとうございます 

いき暮らせるまち～ いき暮らせるまち～ 

おめでとうございます 
　
皆
様
に
は
、
清
々
し
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り

格
別
の
ご
高
配
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
、
国
の
内
外
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
く

発
生
し
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
教
訓
に
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
「
安
心
」

「
安
全
」
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
財
政
面
で
は
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
計
画
に

基
づ
き
徹
底
し
た
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
行
う
一
方
、
新
た
な
視

点
に
立
っ
た
行
財
政
運
営
を
行
い
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

　
　
　
平
成
十
八
年
一
月 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
坊
市
長
　
柏

木

征

夫 

よちよちサロン（地域子育て支援センター） 

すこやかで安心して 
　　　　暮らせるように 

すこやかで安心して 
　　　　暮らせるように 
　市民が暮らし慣れた地域において安心して生活を営めるように、地域福祉、高齢者福祉、障害者福 
祉、児童福祉などの充実に取り組んでいます。 
　地域子育て支援センターでは、子育てに対する相談指導や子育てサークルの育成・支援、子育て教 
室など子育て家庭に対する育児支援を行っています。 

新年 あけまして 新年 あけまして 

～ひとが輝き　いき ～ひとが輝き　いき 



（３） 平成18年１月

広報ごぼう

おめでとうございます 

いき暮らせるまち～ いき暮らせるまち～ 

おめでとうございます 新年 あけまして 新年 あけまして 

～ひとが輝き　いき ～ひとが輝き　いき 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
対
し
て
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
国
が
本
格
的
に
「
官
か
ら
民
へ
」
「
国
か
ら
地
方
へ
」

の
構
造
改
革
路
線
を
推
し
進
め
る
中
、
行
政
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
時
代
を
見
据
え
た
情
勢
分
析

に
力
点
を
お
き
な
が
ら
、
い
ま
一
度
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、

市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
議
会
独
自
の
役
割
を
再
認

識
し
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
多
難
な
財
政
状
況
と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
世
相
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

健
康
で
明
る
く
希
望
の
も
て
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

　
　
　
平
成
十
八
年
一
月 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
坊
市
議
会
議
長
　
増

田
　
享 

加尾処理施設起工式 低コスト耐候性ハウス 

ゆたかな 
　暮らしのために 

にぎわいと 
　活力のあるまちへ 

ゆたかな 
　暮らしのために 

　快適でゆたかな暮らしを送れるよう、生活道路 
や上下水道などの整備を図り、市民が安心して生 
活できるよう身近な生活基盤の充実に努めています。 
　大切な生活環境を守るために取り組んでいる下 
水道整備では、富安、上野・楠井、野島地区の農 
業集落排水処理施設が供用されており、現在、加 
尾地区の処理施設の工事が進められています。 

にぎわいと 
　活力のあるまちへ 

　本市は、日高川の清流と年間を通じた温暖な気 
象条件に恵まれ、県内においてもっとも農業の盛 
んな地域であり、本市の基幹産業となっています。 
　高品質生産と収益性の高い農業の確立を図るよ 
うほ場の整備や低コスト耐候性ハウスの設置を推 
進するなど農業の振興に努めています。 



（４）平成18年１月

WA
TCHINGWA
TCHINGWA
TCHING
まちかどまちかど

　
11
月
19
日
、
図
書
館
ミ
ニ
講

座
「
御
坊
の
は
じ
ま
り
｜
寺
内
町
」

が
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

の
塩
路
正
さ
ん
を
講
師
に
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
塩
路
さ
ん
は
、
御
坊
の
名
前

の
由
来
や
寺
内
町
の
特
徴
、
御

坊
の
よ
う
な
寺
内
町
は
近
畿
地

方
を
中
心
に
し
た
と
こ
ろ
に
し

か
な
い
貴
重
な
「
ま
ち
」
の
形

態
で
あ
り
、
御
坊
は
い
ま
で
も

ま
ち
な
み
が
よ
く
残
っ
て
い
る

な
ど
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
普
段
住
ん
で
い

る
御
坊
の
ま
ち
の
歴
史
を
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

今も息づく寺内町のまちなみ 今も息づく寺内町のまちなみ 

　
12
月
７
日
、
し
ら
ゆ
り
保
育

園
で
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協

会
の
「
奥
さ
ま
防
災
博
士
」
に

認
定
さ
れ
て
い
る
中
野
照
代
さ

ん
が
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
紙
芝

居
を
使
っ
て
防
災
教
室
を
行
い

ま
し
た
。 

　
中
野
さ
ん
は
、
災
害
や
日
常

の
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

行
動
を
、
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
「
地

震
の
と
き
は
頭
を
守
る
た
め
に
、

両
手
を
頭
に
乗
せ
て
か
が
み
込
む
、

ダ
ッ
ク
（
ア
ヒ
ル
）
の
ポ
ー
ズ

を
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
動

物
に
ち
な
ん
だ
動
作
で
説
明
。 

　
園
児
た
ち
は
、
地
震
や
火
事

な
ど
の
危
険
が
描
か
れ
た
カ
ー

ド
を
見
せ
る
と
一
斉
に
身
を
守

る
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
楽
し
み
な

が
ら
災
害
や
日
常
の
危
険
に
備

え
た
行
動
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。 

～図書館ミニ講座－「御坊のはじまり－寺内町」～ 

地震のときは何のポーズ？ 地震のときは何のポーズ？ 
～しらゆり保育園で、防災教室～ 

広報ごぼう



（５） 平成18年１月

　
11
月
20
日
、
御
坊
手
話
サ
ー
ク

ル
「
ひ
ま
わ
り
」
30
周
年
記
念
の

つ
ど
い
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

手
話
通
訳
士
の
小
藪
恵
美
子
さ
ん

の
「
私
の
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し

た
記
念
講
演
の
ほ
か
、
手
話
落
語
、

手
話
コ
ー
ラ
ス
や
ク
イ
ズ
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
手
話
落
語
で
は
、

デ
フ
一
福
さ
ん
が
「
大
仏
と
女
神

の
恋
」
、「
離
婚
式
」
な
ど
の
お
題

で
熱
演
、
一
般
参
加
者
に
も
わ
か

る
よ
う
同
時
通
訳
も
あ
り
、
会
場

は
笑
い
で
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
11
月
22
日
、
名
田
中
学
校
２
年

生
と
名
田
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と

の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
名
田
幼
稚
園
を
訪
れ
た
中
学
生

た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
手

づ
く
り
の
パ
ズ
ル
や
輪
投
げ
、
玉

入
れ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん

で
あ
げ
ま
し
た
。 

　
自
分
た
ち
で
考
え
た
遊
び
を
通

じ
て
、
か
わ
い
い
園
児
た
ち
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
た
中
学
生
は

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
や
さ
し
い
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
に
遊
ん
で
も
ら
っ
た
園
児
た

ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

手話を通じて交流、理解 手話を通じて交流、理解 
～手話サークル「ひまわり」３０周年記念のつどい～ 

お兄さん、お姉さんと一緒に遊んだよ お兄さん、お姉さんと一緒に遊んだよ 
～名田中学生、幼稚園児との交流会～ 

広報ごぼう



平成18年１月 （６）
広報ごぼう

花
ま
る
サ
ー
ク
ル

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

花
ま
る

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

ピタゴラスイッチ 

　こんにちは、ピタゴラスイッチです！ 

　私たちは、２・３歳児を持つ子育てに奮闘中

のママとその子どもの集まりです。育児って、

子どもの笑顔、泣き顔を見ながら共に成長して

いく事だと思います。その中で、同じ子を持つ

ママさん同士が交流をもち、励ましあい、おし

ゃべりする事でストレス解消になったり･ ･ ･。 

　子どもも同年代の友だちと遊ぶことでいい刺

激になり、見せる笑顔も家でいる時とは一味違

うイキイキしたものになります。週１回の活動

以外に、夏はバーベQ、秋はお弁当持ちで公園

へ･ ･ ･、と旦那さん交えての家族ぐるみのお付

き合いも楽しみのひとつです。 

　是非、お子様連れで遊びにいらしてください！ 

　関西学院大学に留学していた時は、忙しくて
出来なかった旅行にやっと行くことができました。
そこで日本の心を見ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　文化の日、友達５人で奈良の東大寺へ行きま
した。奈良公園と言えば、鹿。東大寺までの道
を歩いていると、鹿がたくさん寄って来て、僕
が歩くのを鬼のように邪魔しました。鹿にせん
べいを食べさせようとして、指を噛まれてしま
いました。素晴らしい東大寺より鹿の方が面白
かったです。 
　数日後、京都に行きました。アメリカのブッ
シュ大統領は、「金閣寺は綺麗だ」と言ったそう
ですが、綺麗過ぎて本物に見えませんでした。
僕は、絶対に龍安寺が一番綺麗だと思いました。
夕焼けの庭園をずっと見ていたかったけれど、 
時間がなく少ししか見ることができませんでした。 

 
 
 
庭園は素晴らしかったけれど、何を僕に語りか
けているのかわかりませんでした。 
　勤労感謝の日、僕は友達と高野山に行きました。
まさに紅葉のまっただ中でした。そこで、ゴマ
豆腐に挑戦しました。美味しかったけれど、味
のあまりしないのっぺりした食感でした。そして、
奥の院に行きました。そこは幽霊がいたるとこ
ろにいるような感じがして少し怖かったです。
歩いているとマイク（使用） 
禁止と書かれた標識がありま 
した。しかし、僕はそれを無 
視して中に入りました。自分 
の目標が達成するためにお祈 
りをしました。そこにいた、 
たくさんのお坊さんとマイク（僕はボウズ）は
兄弟とみんなに言われました。転職しようか
な・・・？ 
　やっと日本文化を見ることができて嬉しく、
今回、旅の前から日本の歴史について勉強して
いたので、知識の無い外国人より日本文化を高
く評価することができました。 

●集　合　　毎週木曜日　午前１０時～ 

●場　所　　地域子育て支援センター（わかば保育園内） 

●代　表　　橋本 

●連絡先　　TEL２３－４８２８（地域子育て支援センター） 

◯ 7272◯ 
マイクの花まるエッセイ マイクの花まるエッセイ マイクの花まるエッセイ ⑤ 

子育てサークル 



平成18年１月（７）
広報ごぼう

い
つ
も
　
お
う
ち
の
こ 

と
し
て
く
れ
て
　
あ
り 

が
と
う
　
も
え
も
　
お 

か
あ
さ
ん
の
　
お
て
つ 

だ
い
　
い
っ
ぱ
い
　
し 

て
あ
げ
る
ね 

お
と
う
さ
ん
　
お
し
ご 

と
　
ご
く
ろ
う
さ
ま
　 

こ
ん
ど
　
お
お
さ
か
に 

つ
れ
て
い
っ
て
ほ
し 

い
な
ぁ
！ 

おかあさん、あのね… おとうさん、あのね… 

すぎたに　もえ ちゃん（５さい） まつもと　たつなり くん（５さい） 

上野　弘貴くん　名田小６年 

湯 川 幼 稚 園 の 巻 ◯ 46

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
医
者
に
な
る

こ
と
で
す
。 

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ず
っ
と
前
に

テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

で
、
救
急
車
で
運
ば
れ
て
き
た
け
が

人
が
手
術
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し

た
。
僕
は
、
「
す
ご
い
な
あ
」
と
思

い
ま
し
た
。 

　
看
護
師
の
お
母
さ
ん
に
医
者
の
仕

事
を
く
わ
し
く
聞
き
ま
し
た
。
と
て

も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

医者になりたい！ 

　松　宏樹さん（野島・23歳） 

　
昨
年
の
10
月
か
ら
御
坊
駅
前
交
番
に
勤
務
し
て
い
ま 

　
す
。 

☆
家
族 

　
貴
志
川
（
紀
の
川
市
）
の
実
家
に
父
と
母
、
京
都
に

　
姉
、
名
古
屋
に
兄
が
い
ま
す
。 

☆
趣
味 

　
ツ
ー
リ
ン
グ 

　
ド
ラ
イ
ブ 

☆
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と 

　
道
成
寺
な
ど
の
寺
巡
り
や
御
坊
に
あ
る
有
名
な
場
所

　
に
行
っ
て
み
た
い
。 

☆
今
一
番
欲
し
い
も
の 

　
靴
（
走
り
や
す
い
も
の
が
欲
し
い
） 

☆
御
坊
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と 

　
海
が
美
し
く
、
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。 

うえ の ひろたか 

たかまつ　    ひろ き 

みんなのサロン みんなのサロン 



■
日
時

１
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

中
央
公
民
館
２
階
和
室

■
募
集

小
学
生
20
人

■
申
し
込
み

図
書
館

℡
２
２
・
０
４
４
１

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
　

方
、
ま
た
は
平
成
18
年
４
月
１
日

ま
で
に
資
格
取
得
予
定
の
方
で
、

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
勤
務
で

き
る
方

■
審
査
方
法

書
類
審
査
・
面
接
試
験
等

（
面
接
日
程
は
後
日
通
知
）

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
っ
て

教
育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り

１
月
31
日

（
郵
送
１
月
31
日
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

℡
２
３
・
５
５
２
５

■
日
時

１
月
15
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
室

■
材
料
費

２
０
０
円

■
募
集

30
人
（
事
前
の
申
込
み
必
要
）

■
受
付

12
月
25
日
（
日
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
講
師

津
村
實
先
生
（
日
本
の
凧
の
会
）

★
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。

★
先
に
絵
を
描
か
れ
る
こ
と
を
希
望

さ
れ
る
方
に
、
事
前
に
凧
に
使
用

す
る
和
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

歴
史
民
俗
資
料
館

℡
２
３
・
２
０
１
１

平成18年１月

広報ごぼう
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ー
シ
ョ
ン

募
　
　
集

新
春
・
小
学
生
　
　

カ
ル
タ
・
す
ご
ろ
く
遊
び

市
立
幼
稚
園
　
　

教
諭
（
臨
時
）
募
集

凧
づ
く
り

楽しく 
　遊べるよ！！ 
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広報ごぼう
（９）

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

１
月
下
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
平
成
17
年
中
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
総
額
、
介
護
保
険

料
額
、
源
泉
徴
収
税
額
お
よ
び
控

除
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

住
所
変
更
し
た
と
き
は

老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年

金
の
受
給
年
齢
を
迎
え
ら
れ
る
方

に
、「
裁
定
請
求
書
」
や
「
年
金
に

関
す
る
お
知
ら
せ
」
が
60
歳
・
65

歳
到
達
の
３
ヶ
月
前
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
送
ら
れ
て
き

ま
す
。

60
歳
を
過
ぎ
て
、
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
田
辺
社
会
保
険
事

務
所
へ
住
所
変
更
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課

℡
２
３
・
５
５
０
０

突
然
の
通
知

そ
の
内
容
は
未
納
金
・
賠
償
金
な

ど
の
請
求
で
脅
迫
的
な
文
言
、
消

費
者
の
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
内

容
が
特
徴
で
公
的
機
関
や
弁
護
士

事
務
所
な
ど
を
よ
そ
お
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

全
く
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

は
、
絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
無
視

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
な
ど
、

あ
な
た
の
個
人
情
報
を
教
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
脅
さ
れ
て
怖
い
と

き
は
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

裁
判
所
か
ら

文
書
が
送
ら
れ
て
き
た
時
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
商
工
振

興
課
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
労
働
局
で
は
、
労
働
関

係
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

の
紛
争
（
個
別
労
働
関
係
紛
争
）

の
未
然
防
止
、
迅
速
な
解
決
を
促

進
す
る
た
め
、
解
決
援
助
サ
ー
ビ

ス
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
　

相
談
、
情
報
提
供

○
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
助

言
・
指
導

○
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
「
あ
っ

せ
ん
」

■
詳
し
く
は

和
歌
山
労
働
局
総
合
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー

和
歌
山
市
中
之
島
２
２
４
９

℡
０
７
３
（
４
２
２
）
３
２
３
３

「架空請求」のはがき来た！ 

　 利用した覚えがなければ 

連絡しない！  支払わない！ 連絡しない！  支払わない！ 

ねんきん ねんきん ねんきん 
年金相談 
１月１９日（木）午前１０時～午後３時 

市役所３階会議室 

※相談予約は、田辺社会保険事務所 

℡０７３９－２４－０３２１ 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　 

℡
０
７
３（
４
３
３
）１
５
５
１ 

市
商
工
振
興
課 

℡
２
３
・
５
５
３
１ 

相
談
窓
口 

お
知
ら
せ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を

労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す
！



市
民
教
養
講
座
　
特
別
公
演

琉
球
・
沖
縄
の
音
楽
と
文
化
体
験

「
ク
イ
チ
ャ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

■
日
時

１
月
21
日
（
土
）

午
後
１
時
開
場
、
２
時
開
演

■
場
所

御
坊
市
民
文
化
会
館

※
会
員
チ
ケ
ッ
ト
の
半
券
が
入
場
　

券
と
な
り
ま
す
。
半
券
を
紛
失

さ
れ
た
方
は
、
公
演
当
日
受
付

に
て
名
簿
で
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
入
場
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
２
３
・
５
５
２
５

も
う
１
度
働
き
た
い
！
あ
な
た
の
カ

ム
バ
ッ
ク
を
応
援
し
ま
す

21
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
ま
た
は
介
護
で

退
職
し
た
人
が
一
段
落
し
た
後
再

び
就
業
に
就
く
こ
と
を
希
望
し
た

場
合
に
、
円
滑
に
再
就
職
が
で
き

る
よ
う
に
、「
再
就
職
希
望
登
録
者

支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
再
就
職
準
備
の
た

め
の
次
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
参
加

○
情
報
誌
の
提
供

○
個
別
相
談

※
「
育
児
情
報
」
や
「
介
護
情
報
」、

「
家
事
代
行
情
報
」
を
電
話
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
提
供
し

て
い
ま
す
。

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

０
７
３
（
４
２
６
）
２
０
２
０

フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト

http://w
w
w
.2020net.jp

■
詳
し
い
問
い
合
わ
せ

(

財)

21
世
紀
職
業
財
団

和
歌
山
事
務
所

℡
０
７
３
（
４
７
５
）
１
７
６
５
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

楽しい子育て 

　　　応援します！！ 親子教室「ぐるんぱ」 
１月１９日（木） 
午前１０時～１１時 
名田公民館 
★未就園児と保護者の方が対象。 
★手あそび・エプロンシアター・ 
　大型絵本・マット・リズム体操 
　で遊ぼう 

「よちよちサロン」 
毎月第１・第３月曜日 
午後１時半～２時半 

野口コミュニティセンター 

★６カ月～１歳半までの赤ちゃんと保 
　護者の方が対象。 
★赤ちゃん同士でふれあい、お母さん 
　の子育てに関する疑問や不安を解消 
　しましょう。 

「のびのびる～む」 
毎週火曜日（月４回） 
午前１０時～１１時 
塩屋公民館 

★未就園児と保護者の方が対象。 
★保育園のおもちゃや手作りおも 
　ちゃで遊びませんか？ 

申し込み・問い合わせ 

御坊市地域子育て支援センター（わかば保育園内） 

℡２３－４８２８ 
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普通救命講習会 普通救命講習会 

■ 日　時　１月８日（日）午後１時～４時 
 
■ 場　所　市消防本部２階訓練室 
 
■ 定　員　先着１５名 
 
■ 受講料　無料 
 
■ 講習内容 
 　　・心肺蘇生法 
 　　・ＡＥＤの使用法 
 　　・止血法等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 申し込み・問い合わせ 
 　消防署救急救助係　℡２２－０８００ 

御坊市文化協会 

御坊まちかどミュージアム 

渓　友　会 

１２月２８日（水）～１月２７日（金） 
紀陽銀行御坊支店南側ショーウインド 

川や水路を美しく！ 川や水路を美しく！ 
　最近、川や水路へのごみ捨てについての苦情 

が寄せられています。 

　川や水路に捨てられたごみは、見苦しい上、 

異臭も放ち掃除も難しいので流域にお住まいの 

かたが大変迷惑します。 

　みんなが気持ちよく暮らせるよう川や水路に 

は絶対にごみを捨てないようお願いします。 

　また、古い油や使い残しのペンキ・農薬など 

を川に流すと、水質が極度に悪くなり川の魚が 

死ぬこともあります。絶対に川や水路に流さな 

いようにしましょう。 

環境衛生課　℡２３－５５０６ 

ごぞんじですか？「検察審査会」 

　最近、新聞やテレビなどで、検察審査会に審査の申立 

てをしたとか、検察審査会が、ある事件について不起訴 

不当の議決をしたという報道をよく見かけます。 

　検察審査会は、選挙権を有する国民の中から選ばれた 

１１人の検察審査員で構成され、検察官のした不起訴処 

分が正しかったかどうかを審査することを主な仕事とし 

ています。 

検察官のした不起訴処分に不満を持っておられる方や、 

検察審査会について詳しくお知りになりたい方は、 

和歌山検察審査会事務局 

（和歌山市二番丁　和歌山地方裁判所内） 

　℡０７３（４２２）４１９１ 

　　　　　　　　　　　　までお問い合わせください。 



税
金
は
、
公
平
で
私
達
が
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
か
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
す
。
高
齢
者
に
対
す
る
年
金
も
そ
の

一
部
か
ら
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

税
金
に
は
、
商
品
に
つ
く
消
費
税
、
所

得
か
ら
ひ
か
れ
る
所
得
税
な
ど
が
あ
り
、

他
に
も
住
民
税
や
相
続
税
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
私
は
、
所
得
税
は
金
額
が
違
っ
て
も

同
じ
額
の
税
金
が
ひ
か
れ
る
の
だ
と
思
っ

て
い
て
、
不
公
平
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
税
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
い

る
と
、
そ
れ
は
違
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
累
進
課
税
制
度
と
い
う
制
度

が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
最
低
で
所
得
の
十

パ
ー
セ
ン
ト
、
最
高
で
三
十
七
パ
ー
セ
ン

ト
が
ひ
か
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

公
平
な
生
活
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
国
は

苦
心
し
て
い
る
の
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

も
し
、
今
、
税
金
が
な
く
な
れ
ば
、
高

齢
者
へ
の
年
金
や
子
ど
も
に
義
務
教
育
を

受
け
さ
せ
る
お
金
が
な
く
な
り
、
学
費
を

だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
裕
福
な
家
の
子
ど
も
達
は
学
校
に

通
う
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
平
均
的
な
家

の
子
ど
も
達
や
そ
れ
よ
り
も
っ
と
貧
し
い

家
の
子
ど
も
達
は
通
う
こ
と
が
不
可
能
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
で

も
家
計
を
楽
に
す
る
た
め
、
働
き
に
で
る

子
ど
も
も
多
く
で
て
く
る
で
し
ょ
う
。
高

齢
者
の
場
合
も
同
じ
よ
う
に
働
く
人
が
多

く
な
り
、
身
体
が
不
自
由
で
働
け
な
い

人
々
は
、
自
殺
を
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
、
災
害
が
お
き
て
も
、
消
防

は
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

救
急
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
ま
す
。
犯
罪

が
お
き
て
も
警
察
は
か
け
つ
け
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
犯
罪
は
今
以
上
に

増
加
し
、
一
歩
も
外
に
で
ら
れ
な
い
、
危

険
な
世
の
中
に
な
る
で
し
ょ
う
。

環
境
は
ど
う
な
る
か
と
い
え
ば
、
ご
み

は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
道
路
の
整
備
も

さ
れ
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
周
囲
は
ご
み
が

あ
ふ
れ
、
道
路
は
ま
っ
す
ぐ
歩
け
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
不
便
で
危
険
な
世
の
中

に
な
っ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
税

金
が
あ
る
の
で
す
。

税
金
は
教
育
の
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
達
生
徒
一
人
に
一
年
間
で
お
よ

そ
百
万
円
も
の
税
金
が
使
わ
れ
、
勉
強
に

必
要
な
教
科
書
な
ど
が
用
意
さ
れ
ま
す
。

税
金
が
あ
る
か
ら
で
き
る
義
務
教
育
な
の

で
す
。

最
近
は
、
増
税
す
る
か
ど
う
か
で
議
論

が
と
び
か
っ
て
い
ま
す
。
国
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
増
税
す
る
と
い
う
意
見
、
国

民
の
く
ら
し
を
苦
し
め
な
い
た
め
に
増
税

し
な
い
と
い
う
意
見
な
ど
様
々
な
意
見
が

あ
り
ま
す
。
増
税
す
る
か
ど
う
か
、
二
つ

に
一
つ
し
か
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
将

来
を
考
え
て
、
ま
た
、
そ
の
時
生
き
る

人
々
の
こ
と
を
考
え
て
、
多
く
の
政
治
家

が
悩
ん
で
意
見
を
だ
し
て
い
ま
す
。
増
税

は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
世
代
を

担
う
人
々
の
た
め
に
も
、
自
分
な
り
の
意

見
を
い
ろ
ん
な
場
で
話
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

税
金
は
、
私
達
を
支
え
、
育
ん
で
く
れ

る
、
親
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
、
私

は
考
え
ま
す
。

平成18年１月
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中
学
生
税
の
作
文

中
学
生
税
の
作
文 

中
学
生
税
の
作
文 

「税金と私達」 

河南中３年　森口芽依さん 
もりぐち め い 

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞 

税
の
作
文
提
供 

社
団
法
人
　
御
坊
納
税
協
会 

税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語 

優
秀
作
品 

税
を
知
り 

納
め
て
た
く
す
　
我
が
暮
ら
し 

（
氏
名
敬
称
略
） 

御坊中２年 
まつもとともひろ 

松本知寛 

生
き
て
い
る 

あ
な
た
の
税
金
　
こ
の
ま
ち
に 

河南中３年 
や と だ さ き 

矢戸田早紀 

納
税
は
　 

豊
か
な
国
の
　
基
礎
づ
く
り 河南中２年 

やまもとしず か 

山本静香 
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市
人
権
標
語
入
選
作
品

市
人
権
標
語
入
選
作
品 
市
人
権
標
語
入
選
作
品 

伝
わ
る
よ
　
あ
な
た
の
心 

素
直
な
言
葉 

（
氏
名
敬
省
略
） 

〈
中
学
生
の
部
〉 

や 

ま 

ゆ 

こ 

し
き 

名
田
中
１
年
　
屋
式
真
友
子 

見
つ
め
よ
う
　
一
人
一
人
の 

い
い
と
こ
ろ 

は
な
ば
た 

さ 

き 

河
南
中
２
年
　
花
畑
早
樹 

思
い
や
る
　
心
一
つ
で 

開
く
道 

佳
　
作 

優

秀

作

品 

〈
一
般
の
部
〉 

佳
　
作 

こ 

ゆ 

い 

や
ま 

湯
川
中
１
年
　
小
山
結
以 

さ
し
の
べ
た
　
手
の
温
か
さ 

き
っ
と
伝
わ
る 

あ 

き 

く
ろ
か
わ 

河
南
中
３
年
　
黒
川
亜
紀 

つ
く
ろ
う
よ
　
大
き
な
笑
顔 

優
し
い
世
界 

し
ま
に
し   

ふ 

み 

湯
川
中
１
年
　
嶋
西
扶
実 

渡
ろ
う
よ
　
や
さ
し
く
大
き
い 

心
の
橋 

あ
さ 

み 

な
か
す
じ 

名
田
中
１
年
　
中
筋
麻
美 

少
し
ず
つ
　
違
う
け
れ
ど
も 

み
ん
な
友
達 

す
ぎ
も
と 

か 

な 

こ 

河
南
中
２
年
　
杉
本
賀
奈
子 

思
い
や
り
　
一
人
一
人
の 

あ
い
言
葉 

や
ぶ 

な
お 

き 

湯
川
中
２
年
　
薮
　
直
輝 

大
切
に
　
み
ん
な
の
命 

一
つ
だ
け 

き
り 

た
つ 

や 

へ 

し 

御
坊
中
２
年
　
邉
志
切
辰
也 

温
め
よ
う
　
み
ん
な
の
心
に 

人
権
意
識 

た
ま 

い 

ゆ 

り 

こ 

御
坊
中
３
年
　
玉
井
友
里
子 

や
さ
し
さ
で
　
み
ん
な
の
笑
顔 

咲
か
せ
よ
う 

み
や
も
と 

さ 

き 

河
南
中
２
年
　
宮
本
紗
希 

心
に
ね
　
思
い
や
り
と
い
う 

種
を
ま
く 

は
る 

こ 

い
の
う
え 

御
坊
中
３
年
　
井
上
日
子 

伝
え
よ
う
　
笑
顔
に
な
れ
る 

そ
の
言
葉 

き
た
む
ら 

り 

さ 

御
坊
中
３
年
　
北
村
梨
紗 

人
権
を
　
守
る
市
民
の 

心
は
一
つ 

な
か
む
ら
ま
さ
や
す 

湯
川
町
　
　
中
村
昌
康 
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防災特集 

48御坊における南海地震 御坊における南海地震 御坊における南海地震 
～その記憶と記録～ ～その記憶と記録～ ～その記憶と記録～ 

過去約９０年から１５０年の周期で発生している南海地震。 

昭和の南海地震が発生して、今年で６０年目になります。 

南海地震の体験者の証言や古文書に記されている記録を紹介します。 

昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
12
月
21
日 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
４
時
19
分
頃
発
生 

◎
　
何
時
間
か
眠
っ
て
、「
地
震
や
」
言
う
て
飛
び
起
き
た
。
親
父 

　
は
枕
元
の
着
物
抱
え
て
走
ろ
う
と
し
た
ら
引
っ
ぱ
ら
れ
て
動
か 

　
ん
。
よ
う
見
た
ら
枕
元
の
電
気
コ
ー
ド
一
緒
に
抱
え
こ
ん
だ
っ 

　
た
。
真
っ
暗
や
し
、
急
い
だ
っ
た
ん
や
ろ
な
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
塩
屋
区
　
当
時
小
学
４
年
生
） 

  
◎
　
阪
神
大
震
災
の
時
の
揺
れ
ら
と
比
べ
も
ん
に
な
ら
ん
程
大
き 

　
か
っ
た
。
震
度
５
と
か
６
と
か
言
う
て
た
け
ど
。
ほ
ら
ー
揺
れ 

　
る
て
、
立
っ
て
ら
れ
な
ん
だ
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
塩
屋
区
　
当
時
16
歳
） 

  

◎
　
昭
和
19
年
に
勝
浦
で
津
波
が
あ
っ
た
の
を
知
っ
て
い
た
の
で
、 

　
（
津
波
）
は
必
ず
来
る
と
思
っ
た
。
（
昭
和
19
年
の
時
に
は
） 

　
こ
こ
で
も
岩
が
浮
き
沈
み
し
て
い
た
ぐ
ら
い
、
ち
ょ
っ
と
（
津 

　
波
）
は
あ
っ
た
。
津
波
は
底
か
ら
湧
い
て
く
る
よ
う
に
来
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
区
　
当
時
21
歳
） 

　
　
＊
昭
和
19
年
に
昭
和
の
東
南
海
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

  

◎
　
阪
神
大
震
災
の
時
は
起
き
た
っ
た
が
、
（
外
へ
）
飛
び
出
す 

　
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
（
南
海
地
震
の
と
き
は
揺
れ
が
ひ
ど
く 

　
て
）
家
の
中
に
居
ら
れ
な
ん
だ
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楠
井
区
　
当
時
27
歳
） 

〈
浄
国
寺
の
記
録
よ
り
抜
粋
〉 

 

◎
　
・
・
・
申
下
刻
（
午
後
５
時
頃
）
津
浪
打
寄
せ
、
一
番
浪
は 

　
新
薗
橋
ま
で
薗
田
に
て
は
宵
、
宮
の
前
ま
で
、
二
番
汐
（
シ
オ
） 

　
は
伏
木
浦
迄
、
三
番
目
は
薗
田
烏
免
辺
迄
都
合
三
度
に
候
・
・
・ 

  

◎
　
・
・
・
津
浪
も
御
坊
村
に
て
は
中
町
は
御
坊
裏
門
少
し
北
迄
、 

　
西
町
は
清
水
橋
筋
迄
、
東
町
は
下
少
々
。
凡
今
度
の
津
浪
は
此 

　
辺
に
て
は
昔
の
津
浪
と
は
５
寸
斗
り
低
き
耶
と
覚
へ
候
。 

  

◎
　
・
・
・
此
変
に
恐
れ
て
薗
御
坊
辺
の
人
は
皆
々
丸
山
鐘
巻
或 

　
は
富
安
辺
へ
逃
げ
、
５
日
の
夜
は
薗
御
坊
に
人
気
な
し
・
・
・ 

  

◎
　
・
・
・
小
川
或
は
田
畑
へ
鯉
、
鯔
（
イ
ナ
）
、
鱸
（
ス
ズ
キ
）
、
　 

　
鯛
、
鰈
（
カ
レ
イ
）
其
外
川
魚
等
夥
敷
（
オ
ビ
タ
ダ
シ
ク
）
汐 

　
（
シ
オ
）
の
為
に
死
し
・
・
・ 

災
害
に
備
え
３
日
分
の
食
糧
・
飲
料
水
は
、 

各
家
庭
・
企
業
で
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
　
　
　
　
企
画
課 

℡
２
３
・
５
５
１
８ 

昭
和
南
海
地
震
（
Ｍ
8.0
） 

嘉
永
７
（
安
政
元
年
）
年
11
月
５
日 

 

（
１
８
５
４
年
12
月
23
日
）
午
後
４
時
頃
発
生 

安
政
南
海
地
震
（
Ｍ
8.4
） 
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ごぼう議会だより ごぼう議会だより ごぼう議会だより 
No.13No.13No.13

会議録は、議会事務局・図書館で 

閲覧できます。 

議会事務局℡２３－５５１４ 平成１７年１１月臨時会 

11月臨時会が開かれ、市長より提出された議案８件について、原案のとおり可決しました。 

議　案 

第７６号 

第７７号 

第７８号 

第７９号 

第８０号 

第８１号 

第８２号 

第８３号 

内　　　　容 

市長、助役及び収入役の給料その他の給与条例の一部を改正する条例 

御坊市職員給与条例の一部を改正する条例 

平成１７年度御坊市一般会計補正予算（第４号） 

平成１７年度御坊市老人保健特別会計補正予算（第２号） 

平成１７年度御坊市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

平成１７年度御坊市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

平成１７年度御坊市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

平成１７年度御坊市水道事業会計補正予算（第３号） 

議決結果 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

（
財
）
日
本
消
防
協
会
の
「
宝
く
じ
助
成
事 

業
」
に
よ
り
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式
、
予 

防
広
報
活
動
資
器
材
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ 

ー
等
が
寄
贈
さ
れ
、
富
安
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ 

に
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
富
安
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
は
昭
和
61
年 

に
結
成
さ
れ
て
以
来
、
地
域
の
防
火
意
識 

の
高
揚
や
火
災
予
防
な
ど
の
活
動
に
尽
力 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
消
防
ポ
ン
プ
の
配
備
に
よ
り
、
ク
ラ
ブ 

員
一
同
、
安
全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く 

り
を
推
進
し
て
い
く
決
意
を
あ
ら
た
に
し 

て
い
ま
す
。 

火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番 

火
災
時
の
問
い
合
わ
せ 

℡
２
２
・
０
１
１
９ 

御
坊
市
消
防
本
部 

℡
２
２
・
０
８
０
０ 

富
安
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ 

　
「
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
」
を 

　
　
　
　
　
　
　
配
　
備
　
!!
 

安
全
で
災
害
に
強
い 

　
　
　
　
地
域
づ
く
り 



休
日
に
は
、
一
日
乗
り
放
題
の
安
い
切
符

を
使
っ
て
、
電
車
や
バ
ス
で
京
都
や
神
戸
へ

出
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
お
抱
え
運
転
手
が

い
る
友
人
た
ち
は
、

「
電
車
な
ん
て
面
倒
な
‥
‥
」

と
乗
り
換
え
や
時
間
待
ち
を
億
く
う
が
る

が
、
そ
れ
が
ま
た
楽
し
い
の
だ
。

人
の
波
に
乗
っ
て
、
自
分
の
足
で
テ
ク
テ

ク
と
歩
き
、
階
段
を
上
り
下
り
す
る
の
も
適

度
な
運
動
に
な
る
し
、
何
よ
り
も
ホ
ー
ム
や

停
留
所
で
色
ん
な
人
た
ち
の
動
き
を
ぼ
う
っ

と
眺
め
て
い
る
の
が
面
白
い
し
、
乗
り
物
の

中
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
会
話
を
聞
き
な
が
ら

（
こ
れ
は
悪
趣
味
か
も
？
）

そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
が
あ
る
ん
だ
な
あ
―
―
と
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
。
見
倣
い
た
い
人
の
行
な
い
も
あ
れ

ば
、
こ
れ
は
気
を
つ
け
よ
う
と
教
訓
に
す
る

場
合
も
あ
っ
て
、「
人
間
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

は
実
に
興
味
深
く
、
人
の
中
に
出
か
け
て
い

く
こ
と
は
老
化
防
止
の
良
い
刺
激
に
も
な
っ

て
い
る
気
が
す
る
。

こ
の
間
も
、
京
都
で
二
つ
の
優
し
い
風
景

に
出
会
い
、
気
持
ち
を
元
気
づ
け
ら
れ
た
。

手
押
し
車
を
つ
い
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、
バ

ス
を
降
り
よ
う
と
前
の
方
に
歩
い
て
き
た
。

足
元
を
案
じ
て
席
を
譲
ろ
う
と
し
た
が
、
す

ぐ
に
降
り
ま
す
か
ら
―
―
と
の
返
事
で
、
ま

も
な
く
目
的
の
停
留
所
に
着
い
た
。

ゆ
っ
く
り
と
車
を
押
し
て
、
さ
ら
に
出
口

に
近
づ
く
お
ば
あ
さ
ん
の
様
子
を
見
守
り
な

が
ら
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
ま
だ
ま
だ
の
日
本

の
バ
ス
だ
か
ら
、
段
差
が
大
き
い
ス
テ
ッ
プ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
降
り
る
の
だ
ろ
う
‥

‥
」
と
気
に
し
て
い
た
時
、
一
人
の
青
年
が

声
を
か
け
た
。

「
車
は
、
僕
が
降
ろ
し
ま
す
か
ら
‥
‥
」

そ
う
言
っ
て
、
お
ば
あ
さ
ん
の
手
押
し
車
を

預
か
っ
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
手
す
り
に
頼
り

な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
を
降
り
よ
う
と
す
る
と
、

先
に
降
り
た
青
年
が
素
早
く
手
を
差
し
の
べ

た
。青

年
は
お
ば
あ
さ
ん
の
安
全
を
確
認
し

て
、
再
び
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
き
た
。

運
転
手
さ
ん
は
彼
に
軽
く
会
釈
し
、
バ
ス

を
出
発
さ
せ
た
。
青
年
も
周
り
の
人
も
、
そ

れ
は
特
別
な
こ
と
で
な
い
か
の
よ
う
に
、
車

内
の
空
気
は
何
ら
変
わ
り
な
さ
そ
う
に
見
え

た
。
さ
わ
や
か
な
感
動
と
チ
ョ
ッ
ト
し
た
驚

き
を
覚
え
た
の
は
、
田
舎
者
の
私
ひ
と
り
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

停
留
所
で
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
時
、
外
人

の
青
年
が
大
学
生
の
カ
ッ
プ
ル
に
英
語
で
道

を
尋
ね
て
き
た
。

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
か
ら
日
本
へ
観
光
に

来
た
と
言
う
が
、
英
語
が
国
際
語
で
あ
る
証

し
か
、
イ
タ
リ
ア
人
も
日
本
人
も
使
い
慣
れ

な
い
英
語
で
一
生
懸
命
に
相
手
の
言
う
こ
と

を
解
ろ
う
と
し
て
い
る
。

「
ギ
ン
カ
ク
ジ
」
と
か
「
ニ
ン
ナ
ジ
」
と
か

部
分
的
に
耳
に
入
っ
て
く
る
が
、
方
向
違
い

の
お
寺
の
名
前
で
、
ど
う
や
ら
道
に
迷
っ
た

ら
し
い
。
目
的
地
に
行
く
に
は
、
別
な
停
留

所
へ
の
道
順
を
説
明
し
て
い
た
が
、
結
局
、

何
番
の
バ
ス
に
乗
る
か
、
再
び
乗
り
違
え
な

い
か
と
心
配
に
な
っ
た
二
人
は
、
青
年
を
そ

の
停
留
所
ま
で
送
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

彼
ら
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
待
っ
て
い
る
間

に
、
乗
る
は
ず
だ
っ
た
番
号
の
バ
ス
は
何
台

も
見
送
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

外
国
人
観
光
客
の
多
い
京
都
で
は
、
よ
く

あ
る
話
だ
ろ
う
が
、「
今
ど
き
の
若
者
」
が

自
分
た
ち
の
用
件
を
後
回
し
に
し
て
、
困
っ

て
い
る
人
の
力
に
な
ろ
う
と
す
る
姿
を
見
て

い
て
嬉
し
く
な
っ
た
。イ
タ
リ
ア
の
青
年
は
、

そ
の
後
も
気
持
ち
良
く
旅
を
続
け
て
、
願
わ

く
ば
、
た
く
さ
ん
の
日
本
人
の
温
か
い
心
を

知
っ
て
帰
国
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

帰
り
の
電
車
の
中
に
、「
人
に
優
し
く
」

と
書
か
れ
た
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ

っ
た
。

人
の
優
し
さ
や
親
切
を
目
に
す
る
と
、
見

て
い
る
者
の
心
も
温
か
く
幸
せ
な
気
分
に
さ

せ
ら
れ
、
心
の
栄
養
剤
に
も
な
る
よ
う
だ
。

自
身
も
誰
か
の
た
め
に
行
動
し
て
、
喜
ん
で

も
ら
え
た
時
の
嬉
し
さ
は
生
活
を
生
き
生
き

と
さ
せ
て
も
ら
え
る
。

人
間
は
、
人
と
人
と
の
間
で
生
き
、
生
か

さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
関
わ
り

方
が
優
し
く
温
か
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
毎
日

が
ど
れ
程
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
こ
と
だ
ろ
う

か
。何

気
な
く
か
け
る
ひ
と
言
に
も
、
何
を
す

る
に
も
人
を
思
い
や
る
心
の
余
裕
を
も
っ

て
、「
一
日
一
優
」
優
し
い
気
持
ち
で
暮
ら

す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

社
会
教
育
指
導
員
　
山
本

平成18年１月

広報ごぼう
（16）

優しい気持ちで 
　　　　暮らそう 
優しい気持ちで 
　　　　暮らそう 

風
景
１

風
景
２

優
し
い
気
持
ち

・
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Ｑ．ホースはどの種類で出すの？ 

 

Ａ．材質によって違います。 

　ゴムホースは 

　・指定袋に入る場合 

　　　→50cm程度に切って「燃えるごみ」 

　・指定袋に入らない場合 

　　　→「燃える大型ごみ」 

　 

　ビニールホースは 

　・指定袋に入る場合 

　　　→50㎝程度に切って「小型プラスチック 

　　　　ごみ」 

　・指定袋に入らない場合 

　　　→「燃えない大型ごみ」 

　　Ｑ．アルミニウム箔製のガスマットは 

　　　　どの種類で出すの？ 

 

　　Ａ．「燃えないごみ」として指定袋に 

　　　　入れて出してください。 

ご

み

の

出

し

方 
　

　

　

Ｑ

＆

Ａ 
Ｑ．運動靴、革靴、長靴、パンプス 

　　など靴はどの種類で出すの？ 

 

Ａ．金属入りの安全靴→燃えないごみ 

　　それ以外の全ての靴→燃えるごみ 

資源ごみ 

小型プラスチックごみ 

燃えないごみ 

燃えない大型ごみ 

第２火曜日 

第３　〃　 

第４　〃　 

第５　〃　 

１０日 

１７日 

２４日 

３１日 

　　Ｑ．使った台所用アルミホイルやラッ 

　　　　プはどの種類で出すの？ 

 

　　Ａ．「燃えるごみ」として指定袋に入 

　　　　れて出してください。 

Ｑ．使い捨てライターはガスが入った 

　　まま出してもいいですか？ 

 

Ａ．必ず、ガス抜きをしてから「燃え 

　　ないごみ」として出してください。 

 

≪使い捨てライターのガス抜き方法≫ 

 

方法① キリ等で穴を開けてガスを抜く。 

 

方法② ライターをタオルや布等で巻き 

　　　（破片の飛散防止のため）、カナ 

　　　 ヅチで叩き割ってガスを抜く。 

 

方法③ 着火しない状態で、ガスを送り 

　 　　出すツマミを押したままにして、 

 　　　ガスを抜く。「シュー」という 

 　　　音がかすかに聞こえればガスが 

 　　　抜けている証拠です。 

 

必ず火の気のないところで行ってください。 

環境衛生課　℡２３－５５０６ 

１月 １月 １月 １月 ごみのお知らせ 
不燃・大型ごみを出す日 

御坊広域清掃センター『直接持込』 
☆平　日 
　８：３０～１６：００ 
　＊許可証は当日発行 

☆休　日 
　１月１５日（日）８：３０～１１：３０ 
　＊許可証は１週間前から発行 

　＊町内会等の奉仕作業は、センター休日開放日 

　　を活用ください。奉仕作業のごみは無料で持 

　　ち込めます。（事前申請必要） 
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｢地震の大常識｣　　　　　　　溝上　恵 

　「地震って何だろう？」「日本で大地
震が多いのはなぜ？」そんな今こそ読
んでおくべき地震のひみつをイラスト
つきで解説。この一冊で「なぜおきる？」
から「どう備える？」までわかる、こ
れだけは知っておきたいシリーズ。 

　作品の見せ方が面白い。建物が美しい。
美味しいレストランや喫茶室がある。
周囲の自然が素晴らしいなど、おとな
が「気持ちのいい時間」を過ごせる美
術館を紹介。 

図書館だより 
TEL22－0441 
開館９時30分～17時 

今月の新着図書は、 
５日・15日に並びます。 

１月の休館日 

おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 
一般書 児童書 

「おとなの美術館」 

　　　　　　 日経ホームズマガジン編 

　全国ふるさとのお年寄りに聞いた、
元祖ふるさとの料理、我が家の味、今
こそ食べたい作りたい、本当の郷土料
理と食事の世界がここにある。学校で
の調べ学習の資料としても貴重。 

「聞き書きふるさとの家庭料理 

　日本の正月料理」　　　　　 農文協編 

　子ざるのモンちゃんは、たんぽぽの
花畑が大好き。みんなに誘われても、
たんぽぽのそばをはなれようとしません。
だって、たんぽぽには、モンちゃんが
大好きだったおばあちゃんとの思い出が、
いっぱいつまっているから。 

｢おばあちゃんの花｣　　 内田　麟太郎 

　大好きな友だちが変わってしまって、
それまでのことをすべて忘れてしまっ
ていたら･ ･ ･？ごちそうなのに友だち
でなかよしなのにおいしそう！？そん
なオオカミのガブとヤギのメイ、２匹
の友情のゆくえは？ 

｢シリーズあらしのよるに⑦ 

　まんげつのよるに」　　　木村　裕一 

にっけい 

うち だ りん  た  ろう 

のうぶんきょうへん 

いわしたのりこ かんしゅう 

きむら 

みぞうえ　　めぐみ 

ゆういち 

　お中元、お歳暮、お年賀や引越しの
挨拶、病気見舞い等の贈答。結婚・出産・
就職などのお祝い、弔事など、それぞ
れに適するマナーをイラストと多数の
例で紹介。 

「贈るマナー・贈られるマナー」 

　　　　　　　　　　　　　岩下宣子監修 

日 月 火 水 木 金 土 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
８ ９ 10 11 12 13 14 
15 16 17 18 19 20 21 
22 23 24 25 26 27 28 
29 30 31

応募方法は・・・ 

　１月５日～15日まで 

　図書館内に掲示する 

　希望の品をひとり１点申し込みできます。 

　（応募多数の場合は抽選） 

 

　当選者には連絡しますので、図書館まで取り 

　に来てください。 

雑誌のふろく★プレゼント★雑誌のふろく★プレゼント★雑誌のふろく★プレゼント★雑誌のふろく★プレゼント★

こころの軌跡／フジ子・ヘミング 
Ｇ１０／ゴスペラーズ 
THE　BEST　OF　COVERS／女子十二楽坊 
イマージュ・エッサンシェル 
トランスフォーメーション／村冶佳織 
ソノリテ／山下達郎 
プリズム・リズム／鼓童 
ア・ビガー・バン／ザ・ローリング・ストーンズ 
バック・ホーム／エリック・クラクプトン 
ジーニアス＆フレンズーラスト・セレナーゼ 
／レイ・チャールズ 

NEW　CD　ピックアップ NEW　CD　ピックアップ NEW　CD　ピックアップ 

「いつかパラソルの下で」森　絵都 
「その日のまえに」重松　清 
「優しい音楽」瀬尾まいこ 
「さおだけ屋はなぜ潰れないのか？」山田真哉 
「プロ論。」Ｂ－ing 編集部（編） 
「東京タワー」リリー・フランキー 
「東京奇譚集」村上春樹 
「さくら」西加奈子 
「悲しい本」マイケル・ローゼン 
「弧宿の人」宮部みゆき 
「もったいない」プラネット・リンク（編） 

成人・卒業～新たな一歩を踏み出したあなたに～ 

若い人に贈る読書のすすめ 若い人に贈る読書のすすめ 若い人に贈る読書のすすめ 200620062006
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１ 日 閉　　　庁 

２ 月 閉　　　庁 

３ 火 閉　　　庁 

４ 水 

５ 木 

６ 金 

７ 土 閉　　　庁 

８ 日 閉　　　庁 

９ 月 閉　　　庁　（成人の日） 

10 火 

11 水 

12 木 ４ヵ月児健診・BCG予防接種　　受付午後１:00～（平成17年9月生） 

13 金 母親教室　福祉センター3階　午後１:30～ 

14 土 閉　　　庁 

15 日 閉　　　庁 

16 月 健康相談　　受付午前9:30～11:00 

17 火 1歳6ヵ月児健診　　受付午後1:00～（平成16年6月生） 

18 水 

19 木
 出前親子教室ぐるんぱ　名田公民館　　　午前10:00～11:00 

  10ヵ月児健診　　受付午後1:00～　(平成17年2月生) 

20      金 

21 土 閉　　　庁 

22 日 閉　　　庁 

23 月 

24 火 

25 水 

26 木 3歳6ヵ月児健診　　受付午後1:00～（平成14年7月生） 

27 金 糖尿病予防教室　中央公民館3階　　受付午後1:00～ 

28 土 閉　　　庁 

29 日 閉　　　庁 

30 月 

31 火 

１月健康カレンダー 

職　……御坊職業訓練センター 

申し込み・問い合わせ 

健康福祉課健康増進係 

NO299 ℡２３－５６４５ 

年に一度は  
個別検診を受けて  
健康チェックしませんか？  

年に一度は  
個別検診を受けて  
健康チェックしませんか？  

 

対　象：４０歳〔S40年生〕以上の市民 

　　　　（乳がん検診３０歳〔S50年生〕以上 

　　　　子宮がん検診２０歳〔S60年生〕以上） 

期　間：平成１８年３月末まで 

費　用：基本健診　　　　　１，４００円 

　　　　胃がん検診　　　　１，８００円 

　　　　乳がん検診　　　　　　５００円 

　　　　子宮がん検診　　　　　８００円 

　　　　Ｃ型肝炎ウイルス検査　無　　料 

≪７０歳（昭和１０年生）以上の方は無料です。≫ 

職 

職 

職 

職 

職 

インフルエンザの予防は 

が基本です！ 

手洗い･うがい 

流行の時期はおおむね１月から３月です。イン 

フルエンザウイルスは咳やくしゃみによって空 

気中に飛び散っていますので、人ごみの中では 

注意が必要です。 

☆帰宅したら、まず手洗い・うがいをしましょう！ 

☆外出時にはマスクの着用を！　 

☆十分な栄養と休息をとりましょう。 

☆室内の乾燥に気をつけましょう。 

医 療 機 関 名 

天 津 産 婦 人 科 

池田内科クリニック 

井 本 内 科 

上田内科循環器科 

おおたにクリニック 

岡 整 形 外 科 

紀 伊 ク リ ニ ッ ク 

健診センターキタデ 

塩 路 内 科 胃 腸 科 

曽 根 ク リ ニ ッ ク 

高 辻 内 科 胃 腸 科 

田 中 ク リ ニ ッ ク 

中 島 医 院 

西 本 医 院 

日 高 マ タ ニ テ ィ 

深 谷 外 科 

古 田 医 院 

松 下 内 科 

丸 山 診 療 所 

森 畠 医 院 

森 本 医 院 

山 羽 胃 腸 科 内 科 

龍 神 医 院 

日 高 総 合 病 院 

電話 

22-5351 

24-0800 

22-2228 

24-1555 

29-2951 

22-2309 

24-2222 

24-3000 

24-0666 

32-2500 

24-0102 

22-8800 

22-0168 

22-0456 

24-1103 

23-1881 

63-2625 

22-2090 

22-6428 

23-0111 

24-3333 

22-1968 

22-6686 

22-1111

基本 
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◎ 
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◎ 
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◎ 

 

◎ 
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◎ 
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◎ 
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◎ 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

子宮 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

※電話等で必ず受診する病院に予約してください。 
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※
当
番
医
は
都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

休日急
患診療所の当番医休日急
患診療所の当番医休日急
患診療所の当番医
TEL 23－1289 

診療／内科・小児科　午前９時～午後４時 
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※
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広
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ぼ
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は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
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今
年
も
無
事
に
正
月
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
ん
ち
話
で
有

名
な
一
休
さ
ん
が
「
門
松
は
、
冥
土

の
旅
の
一
里
塚
　
目
出
度
く
も
あ
り

目
出
度
く
も
な
し
」
と
言
っ
た
そ
う

で
す
が
、
新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
は
、

一
休
宗
純
の
こ
の
言
葉
を
ど
う
思
い

ま
す
か
。 

　
私
は
、
お
年
玉
の
も
ら
え
る
子
ど

も
の
こ
ろ
は
、
正
月
を
迎
え
る
の
が

う
れ
し
く
、
渡
す
側
に
な
っ
た
時
は
、

「
聖
徳
太
子
（
当
時
、
５
千
円
札
も

一
万
円
札
も
聖
徳
太
子
の
肖
像
画
で

し
た
。
）
が
飛
ん
で
い
く
〜
」
と
、 

子
ど
も
の
こ
ろ
を
懐
し
み
ま
し
た
。

で
も
最
近
は
、
思
い
が
複
雑
に
な
り
、

一
休
宗
純
と
同
じ
と
は
大
そ
れ
た
こ

と
で
す
が
、
新
年
を
迎
え
て
「
目
出

度
く
も
あ
り
　
目
出
度
く
も
な
し
」

の
心
境
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
年
金
問
題

や
少
子
高
齢
化
問
題
等
で
先
行
き
不

安
な
時
代
で
す
。
そ
ん
な
時
、
一
休

さ
ん
の
遺
言
に
「
な
る
よ
う
に
な
る
。

心
配
す
る
な
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
な
あ
と
思
い
出
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
気
分
を
楽
に
し
て
、
一
休

さ
ん
ほ
ど
の
知
恵
は
出
な
く
と
も
、

知
恵
を
し
ぼ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

成人式が終了し勤労青少年ホームの玄関から出てきたところでしょうか。当時の成人式は、 
勤労青少年ホームの２階で行っていました。式典の会場は狭く、座る椅子さえ置くスペー 
スもなく立ったままの状態で式典をしていました。 

私
の
ひ
と
り
ご
と 

私
の
ひ
と
り
ご
と 

ひとの動き　総人口：27,059（＋５）男：12,987（＋13）　女：14,072（－８）　世帯数：10,091（＋８） 
※平成17年11月末現在（　）内は前月比 

今月の納期は１月31日です 
　市・県民税（第４期） 

　国民健康保険税（第８期） 

　介護保険料（１月分） 

くらしの相談 
○心配ごと相談℡２２-５４９０ 

　毎週水曜・午前10時～午後３時 

　福祉センター３階 

○行政相談　℡２３-５５００ 

　11日（水）午前10時～午後３時 

　福祉センター３階 

　行政相談員原冨士代℡23－0789 

○年金相談　℡２３－５５００ 

　19日（木）午前10時～午後３時 

　市役所３階会議室 

○人権相談所　℡２２－０３３５ 

　毎月第１・３火曜日 

　午後１時～４時 

　和歌山地方法務局御坊支局 

休日急
患診療所の当番医休日急
患診療所の当番医休日急
患診療所の当番医

１
　
　
　
月 

２
　
　
月 

１ 

２ 

３ 

８ 

９ 

15 

22 

29 

５ 

11 

12 

19 

26

当番医師名 月 日 

成 人 式──（昭和51年） 写真集「御坊市の姿」より 

カシ
ャッ
 

山岡　慶之　医師 

奥田　修司　医師 

西本　研志　医師 

曽根　正典　医師 

橋本　修身　医師 

塩路　信人　医師 

村上　浩一　医師 

丸山　定之　医師 

森畠　康夫　医師 

池田　明彦　医師 

玉置　陽司　医師 

上田　栄蔵　医師 

高辻　幹雄　医師 
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